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1．研究の背景と目的

わが国の地方都市では,急速な人口減少だけでなく,若年層の転出超過が続いている。
そのため,地方都市の課題として日常生活を支える人材不足が挙げられている。

地域おこし協力隊制度
地域力の維持・強化に取り組み協力隊の定住・定着を図る

定着率が全国と同程度である同市では,任期中と任期終了後の協力隊員が運営に携わる
移住支援機能や,イベントを開催するなどの交流機能を有した施設が開設されている。

全国の市町村の中で協力隊員数が最も多い大分県竹田市に注目し,移住後の課題と
して「地域住民との交流上の課題」を挙げている。

既往研究 (平成30年度修士論文 大分大学太田裕喜)

これらの施設が「地域住民との交流上の課題」の解決に寄与することが期待できる

地方都市における地域おこし協力隊員が運営に携わる交流施設の交流促進及
び,移住定住の一助となる知見を得る。

目的
①協力隊員による施設開設の要因
②交流施設の整備における交流機会を誘発する要因
③協力隊員の役割

総務省「これからの移住・交流施策のあり方に関する検討会」より,
今後,「地域と多様に関わる者」と地域とをつなぐ「中間支援機能」が求められている。



3．大分県竹田市の地域おこし協力隊員4．竹田市における交流施設

N

図2 交流施設の立地

N

N

対象施設の選定

任期中任期終了後の協力隊員が運営に携
わる交流施設

移住体験や移住相談窓口などの移住支援
機能を有する交流施設

図1 H26年度採用協力隊員の任期終了後の動向

ヒアリング調査より
・竹田市歴史・文化資源活用型起業支援
事業補助金(H22～)
・協力隊の活動経費

協力隊の任期終了前に空き家活用や起業
の促進に関する制度を準備していたこと
が施設開設の要因の1つ

施設1・2を選定し，運営者にヒアリング
調査を実施



5-1．交流施設1の変遷と空間構成

図3 交流施設1の変遷図

移住者向けの支援が中心であるため,移住者
と協力隊員に限った交流の場であった

移住相談窓口の機能低下に伴い,移住者,協
力隊員と地域住民との交流機会を創出する
空間を整備した

運営者が多主体と連携して積極的に多様な
人が参加できるイベントを開催する

地域住民と移住者,協力隊員との交流機会の
促進を図ることが可能になった

増加する移住者に対応するため移住相談窓
口を設置し,運営開始した
交流施設が開設し交流施設1の利用者が減少地域外の人や移住者などと連携する

図4 交流施設1の空間構成

台所を整備したことで,共有空間での飲食イ
ベントの開催が可能になった

施設内での交流が通りから視認しやすい



5-2．交流施設2の変遷と空間構成

図5 交流施設2の変遷図

宿泊者以外も利用できる,飲食機能を設置し,
宿泊者と地域住民や協力隊員など,多様な人
との交流機会を創出した

U ターン者や市内経営者などと連携して,運
営体制の構築と資金調達を実現している

多主体と連携しイベントを企画,宿泊者や地
域住民に参加を呼び掛けている

改修作業をイベント化する

施設内での交流が通りから視認しやすい

飲食機能と物販機能を有する共有空間を整
備する

宿泊施設運営を考える運営者がUターン者
であるA氏と交流拠点の開設を計画し,飲食
店を経営しているB氏も加わる

図6 交流施設2の空間構成



6．総括

●協力隊員による施設開設の要因

●交流施設の整備における交流機会を誘発する要因

●協力隊員の役割

協力隊の任期終了前に,空き家の活用や起業に関する支援制度が整え
られていたこと

改修イベントの実施や,飲食機能や宿泊機能など多様な人を滞留させ
る機能を複数設けること

交流機会を図る空間が,通りから視認できること

施設内でイベントを行うなど,任期中や任期終了後の協力隊員の双方
が,地域住民と移住者,協力隊員の中間支援機能の役割を担っている


